
　秋の取り組み第１弾
　　　　駅頭 ・ 地域宣伝行動　報告

　

その１その１その１その１その１　　　　　　　北茨城平和の会　鈴木　孝夫

　今朝は、 磯原駅で、 F15 と九条の会のチラシをセット

して配布しました。 南中郷駅でもやってたはず。 あした

は大津港を予定しています。

　磯原駅では、 ６時～７時ごろで、 上りの列車が３本。

せいぜい捌けても200枚くらいだろうとみていましたが、

用意した 300 枚が足りなくなってしまいました。

 女子高生の一団が歩いてきて、 一人が受け取ってくれた

んだけど、 それを同じグループの一人が、 「なにもらっ

てだんよ。 キモいよ」 とか言ってるのが聞こえてきました。

　ベンチに座ってじっくり読んでくれていた女性が、 裏面

の最後の最後に出ている 「阿部総理」 の字はまちがいだ

と立ち去りぎわに指摘してくれました。

その２その２その２その２その２　受け取りが違う高校生受け取りが違う高校生受け取りが違う高校生受け取りが違う高校生受け取りが違う高校生

　　　　　　　　　　　常陸太田平和の会　鈴木　正彦

　１０月３、 ４日の２日間、 ＪＲ常陸太田駅で７時代と

８時代の乗客に （１０／４は谷河原駅でも） 「米軍機来

るな」 のビラを延べ７人で１７０枚配布しました。

　当市には３つの高等学校がありますが、 学校によって

生徒のビラの受け取りが全然違うのに、 驚きました。

　受け取りの良かった学生の学校は、 先日、 生徒会が中

心となり 「日立電鉄線の廃止決定」 を見直し何とか存続

させようと、 県や市、 地域に働きかけた学校の生徒、

「社会運動を経験したか否かのちがいじゃないかな？」 と

話し合いました。 残りのビラは地域配布。

その３　今　入るっている情報その３　今　入るっている情報その３　今　入るっている情報その３　今　入るっている情報その３　今　入るっている情報

高萩駅ー３００枚。 　　　 東海駅ー４人で６５０枚

勝田駅ー７人で１０００枚　岩間駅ー３人で３００枚

笠間駅ー２人で２００枚　   神立駅ー３００枚

　そのそのそのそのその 44444　　　　　一枚のチラシが改憲の山を動かす

　　　　　　　　

　　　　　　　内原 ・ 友部平和の会　伊達　郷右衛門

　久々にに飯村さんとふたりで駅頭に立ってチラシを配っ

た。 田舎の駅ではチラシ配布は珍しく都会の駅と違って受

け取って貰える確率は高い。 「おはようございます。 チ

ラシ読んでください」 と渡す。 何故か声が大きい方が受

け取ってくれる率も高い。 また、 「お早うございます」

と返事をしてくれる人がいると、 これ又うれしい。 以前

には受け取ってくれる高校生はせいぜい２～３割程度だっ

たが今回は７～８割方受け取ってくれた。 高校生も政治や

平和についての感心が高まっているのが実感できる。 　　

　内原の駅は配っている所からホームが見えるようになっ

ている。 受け取った高校生や勤め人の人たちが、 列車待

ちしている間、 ほとんどの人が 「見て ・ 読んでいるでは

ないか」。 二人で配って１５０枚程度のチラシ。 チラシ

を見て何かを感じ ・ 何かを考えてくれている。 こんな嬉

しいことはない。 ひとり一人に私たちの考えを伝える草の

根運動の一つの形がそこにある。 今回、 県平和委員会は

常磐線の県内通過駅をできる限り配布することを申し合わ

せた。 私たちの地道な草の根運動は必ず多くの人々の心を

とらえ、 理解してもらえる。 そして改憲という大きな山

を動かす事ができる。 この事にひとり一人が不動の自信と

確信を持って運動していくという気持ちを共通のものにし

たい。 そんな事を再認識し久しぶりに充実した１日のス

タートであった。 　残った３００枚のチラシは二人で駅前

周辺に配布した。 足取りも軽く。 　　　
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　大津港駅にて３８年ぶりのビラ配り （九条の会 ・ 百里

基地問題）。 会社労組ビラ配り以来でした。 嬉しいこと

に約７割の通勤 ・ 通学者の人たちがビラを受け取ってくれ

ました。 会社現役時代は利益目標達成第一で、 世界も社

会も全く眼中に無い状況でしたが、 それでも憲法改悪、

靖国参拝問題は危ういとは感じてました。

　会社を卒業してからは、 疑問だらけの明治以降の日本史

について遅ればせながら本を読みました。

　「利益第１主義」　から解き放されて

(1)ナチス台頭時代のドイツ牧師 ： マルテイン ・ ニーメラーの詩

　　　 ナチスが共産主義者を襲ったとき、 わたしはすこし不安だった。

　　　 けれどもわたしは共産主義者でなかったのでなにもしなかった。

　　　 それからナチスは社会主義者を攻撃した． わたしの不安は前より強くなった。

　　　 けれどもわたしは社会主義者でなかった． だから何もしなかった。

　　　 それからナチスは教会を攻撃した． わたしはほかならぬ教会の人間だった。

　　　 だからわたしは何かした． しかし、 そのときにはすでに手遅れになっていた。

(2)アメリカ映画 ： ジヨン ・ ウエイン主演 「駅馬車」 の日   本公開がなんと昭和１５年

　　　 ・ 昭和１３年　国家総動員法

　　　 ・ 昭和１４年　第２次世界大戦勃発 ・ 大政翼賛会

　　　 ・ 昭和１５年　アメリカ映画 「駅馬車」 日本公開

　　　 ・ 昭和１６年　真珠湾攻撃　日米開戦

　　知らぬまに、 気がついたら戦争、 まさかそんな馬鹿なことが。

　ヨーロッパの大学では哲学・歴史は必須科目とか、 日本は――

　私の生まれた昭和１８年は①学徒出陣②山本五十六戦死

③アッツ島玉砕　学校で教わった記憶なし。

　中国 ・ 韓国 ・ 東南アジア諸国に対し日本が何をしたの

か。 歴史を正しく理解することが平和の大切さ、 九条を

守る大切さに繋がるのでは。

　安倍内閣スタート、 手遅れにならぬよう何かやりたくて

「平和の会」 に入会しました。

　地元で市民権を得て、 楽しく気楽にできればいいです

ね。 よろしく。



さぁ、 稲刈り
(第１３回　百里平和農園)

　

　食糧と農業と平和食糧と農業と平和食糧と農業と平和食糧と農業と平和食糧と農業と平和

を考える出会いのイを考える出会いのイを考える出会いのイを考える出会いのイを考える出会いのイ

ベントベントベントベントベント .....

私たちは、 有

事法制は国民を

統制する法律だ

と、 様々な反対

行動をとってき

ました。 しかし

法 制 化 さ れ 、

「国民保護法」

がつくられ、 そ

の法のもとでの

訓練が、 9 月 29 日に東海村で実施されると聞きました。

相当ものものしく行われるのかと、 沿道から避難状況を見

ていました。

　ところで、これまで行ってきた原子力防災訓練と、ほぼ

変わりない様子でおこなわれた｢国民保護訓練｣でした。

　東海村は、 今度の訓練にあたって、 7、 8、 9 月号の

広報で3回にわけて住民に知らせいましたが、 一貫して文

字通り 「国民を保護するための訓練」 だと言うものでし

た。 今回の訓練では、 村から指定された住民の自家用車に

限った車が、 要援護者の避難のために使われましたが、 こ

れは強制輸送動員につながらないかと感じました。

　翌日の新聞に「村民にとってはテロよりも放射性物質の放

出の方が身近な脅威。 どちらを優先すべきか、 難しい訓練

だった。」 と村長の談話が掲載されましたが今後、 否応無

く訓練を優先させなければならなくなることだろうと不安に

かられます。 また、｢本当のときは混乱しないか?.。｣と住民

の不安の声も載せられていました。

　福井、 北海道に続く三回目の国指示の訓練実施ですが、 7

年前のJCO臨界事故後、 不十分ながらも、 確実に積み重ね

てきた住民を交えて原子力防災訓練の実施を、いとも簡単に

「国民保護訓練」 に利用されたように思います。

　原子力事故も恐ろしいのに、それにテロ攻撃だと二重の恐

怖を煽って、 小さな子供たちもまじえて訓練をおこない、

原子力防災訓練となんら変わらない見せ掛け、訓練に慣れさ

せそのウラでは、着々と国民を戦争に強制動員する体制を、

整えているのではないでしょうか。

　　　　　　　　　　

　訃報

　つくばみらい平和の会の会員・荒木昭人 （元筑守平

和の会会長 ・ 県理事） さんが、 9月22日永眠しまし

た。 つつしんでご冥福をお祈り申し上げます。

　秋の取り組みが始まりご多忙の事と存じます。 前回の

常任理事会決定に基づき標記の会議を開きます。 秋の取

り組みの中間的なまとめと後半へ向けての運動強化を図り

たいと思います.。是非、ご出席下さる様お願いします。

記

　と　き ： １０月７日 （土） 午後２時～５時

　ところ ： 県立青少年会館２階中研修室

　議　題 ： ①　秋の取り組みの中間的まとめ

　　　　　 ②　後半に向けての運動強化

　　　　　―特に１０ ・ ２１県民集会―

　　　　　―意見広告 ・ ワイン販売等―

　　　　　 ③　仲間づくり

　　　　　 ④　その他

第２回常任理事会のおしらせ第２回常任理事会のおしらせ第２回常任理事会のおしらせ第２回常任理事会のおしらせ第２回常任理事会のおしらせ

　　     会員の方の多数の参加をお願いします。
 当集会場では、「教育基本法改悪反対」茨城連絡会（茨高教
組）の旗の下に結集してください。
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　9 月２３日(土）

心配された雨も降ら

ず , 台風もやってこないというまさに稲刈り日和のこの

日、 ３０人ほどで稲を刈りました。 稲刈り、 初体験の

方もいましたが、 誰も手を刈ることなく、 とっても順

調に稲を刈ることができました。

　この日、 完全週休二日制の特別国家公務員である

「百里基地」 のみなさんはお休みで、 １機の戦闘機も

飛ぶことなく、 のんびりと鳥のさえずりを聞きながら平

和をかみしめることができました。

　稲刈り後の交流会では、 南は沖縄のパイナップル、

北は青森のリンゴジュースを味わいながら、 平和クイズ

やヒューマンファーマーズの歌を楽しみながら秋の一日

を過ごしました。

　今年の米の出来は、 天候不順のためにあまりよくはあ

りませんでしたが、 それでもおいしいお米 （コシヒカ

リ） が穫れました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

東海村平和委員会　川崎　篤子

東海村での東海村での東海村での東海村での東海村での 「国民保護訓練」「国民保護訓練」「国民保護訓練」「国民保護訓練」「国民保護訓練」 を沿道から見てを沿道から見てを沿道から見てを沿道から見てを沿道から見て


